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topics

《症例》

80代 女性 。両下肢痛を主訴に救急要請。起立困難のため入院。

X+3日 足関節痛、高尿酸血症ありコルヒチン3mg/day服用開始。
X+4日 水様便あり。

X+5日 CDトキシン陰性。整腸剤を投与し経過観察。
X+10日 薬剤師介入。

コルヒチン副作用の情報提供＆減量提案。

X+11日 コルヒチン投与中止。

X+22日 下痢改善傾向。

X+32日 退院。

※当院で実際にあった症例を一部変更しています

製薬会社から「コルヒチンの適正使用に関するお願い」の文書が
2026年2月に発行されました。（下記は文書の一部を抜粋しています。）

《適正使用のお願い -コルヒチンの用法及び用量について-》
●1日量1.8mgを超える高用量投与により、重篤な中毒症状（胃腸障害、血液障害、
腎障害、肝障害等）をきたし、死亡にいたる可能性があります。

●1日量1.8mgを超える用量については、臨床上やむを得ない場合を除き投与は
避けてください。

●「痛風発作緩解」の目的で本剤を使用した場合は、疼痛が改善したら速やかに
中止してください。

●患者が自身の判断で1日量3錠を超える用量を服用しないよう指導してください。

今回の症例は添付文書の用法用量からの逸脱はないですが、
投与量増加に伴い、胃腸障害がおこりやすいと添付文書に記載がある。



副作用等の名称被疑薬として最も疑わしい薬剤症例

低Ca血症プラリア1

アナフィラキシーショックイオパミドール2

消化管穿孔フリュザクラ3

下痢症、腎障害、
汎血球減少症

コルヒチン
4

腎障害ファボワール5

悪性症候群ロナセンテープ6

2025年度 PMDA報告実績 (2026年2月時点）

「副作用かな？」と思ったときには、ぜひ薬剤師へお声かけください♪

《当院での対策 》

①オーダー時の注意喚起コメント（ポップアップ）追加
「用量中止★高用量（1.5mg /日を超える）投与法は推奨されていません」

②処方箋への注意喚起コメント追加
※用量注意！発作時でも1.5mg/日以下を3日以内（以降は予防量へ）と印字

③薬剤部門システムでのエラー設定
1週間の合計用量が10.5mgを超えたら、エラーにかかるように設定

2026年2月末に添付文書の改訂もありました！（下記一部抜粋）





参考文献：Saita T et al. Screening of furanocoumarin derivatives in foods and crude drugs by enzyme-linkedimmunosorbent assay. Jpn. J. Pharm. Health Care Sci. 2006; 32: 693-699、各添付文書. 



チルゼパチド一般名

ゼップバウンド皮下注アテオス®

（2.5mg,5mg,7.5mg,10mg,
12.5mg,15mg）

マンジャロ皮下注アテオス®

（2.5mg,5mg,7.5mg,10mg,
12.5mg,15mg）

商品名

①肥満症（※１）
②週1回2.5mgから開始し、
4週間の間隔で2.5mgずつ増量し、
週1回10mgを皮下注射する。
（適宜増減）
最大量：15㎎（週1回）

①2型糖尿病
②週1回5mgを皮下注射する。
ただし、週1回2.5mgから開始し、
4週間投与した後、週1回5mgに増
量する。（適宜増減）
最大量：15㎎（週1回）

①効能効果
②用法・用量

マンジャロと同成分含有
（GIP/GLP-1受容体作動薬）
インクレチンに作用し、食欲の抑
制する働きをもつ。

世界初の持続型GIP/GLP-1受容体
作動薬
週1回の投与で持続的な血糖降
下作用を示す。

製剤の特徴

共通の副作用：悪心・嘔吐（約15％）、下痢・便秘（約10～20％）（※２）
妊婦または妊娠を希望される方への投与はNG
→ラットを用いた研究では胎児毒性がみられた（※３）

※１）高血圧、脂質異常症又は2型糖尿病のいずれかを有し、 食事療法・運動療法を行っても十分な効果が
得られず、以下に該当する場合に限る。
・BMIが27kg/m２以上であり、2つ以上の肥満に関連する健康障害を有する
・BMIが35kg/m２以上

※２）国内第III相試験（SURPASS J-combo試験）、国内第III相試験（SURMOUNT-J試験）結果より
※３）添付文書、インタビューフォーム参照

美容・痩身･ダイエット等を目的とした使用は保険適応外です。
適切に使用するためにも、まずは医師または薬剤師へご相談ください。

GIP（グルコース依存性インスリン分泌刺激ポリペプチド）
・主に膵臓においてインスリンの分泌を促し、血糖値を下げる働き

GLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）
・ 膵臓におけるインスリン分泌促進作用に加え、脳に働きかけで食欲を抑
える作用

ゼップバウンド皮下注2.5mg
アテオス®

マンジャロ皮下注2.5mgアテオス®

“当てて押す”からアテオスに


